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藤
原
時
代

に
於
け
る
庶
民
生
活

マ」仏
教

伊

藤

眞

徹

崗

神
儒

道
仏
の
宗
教
思
想
綾
な
す
、
絢
爛
た
る
精
神
生
活
に
日
を
過

せ
り
と
す
る
は
、公
卿
大
夫
百
官
諸
牧
の
特
権
階
級
で
あ
つ
て
、
荘
厳

華
麗
の
仏
事
法
会
に
は
全
く
無
縁
の
衆
庶
の
実
在
を
顧
慮
せ
ざ
る
を

得
な

い
。

日
本
仏
教

の
歴
史
を
大
観
す
る
と
き
、
教
団
の
社
会
的
経
済
的
基

礎
を
保

全
す
る
た
め
、
多
く
の
緇
徒
は
世
俗
社
会
に
随
順
す
る
こ
と
・

に
之
れ
努
め
た
。
生
活
指
標
を
官
位
の
昇
進
と
恋
愛
の
成
就

の
私
的

願
望
に
お
い
た
平
安
初
期

に
お
い
て
は
、
顕
密
の
名
僧
は
彼
等
の
願

望
成
就

の
祈
濤
の
た
め
に
奔
走
し
た
。
し
か
る
に
、
貴
族
の
権
威

の

失
墜
と
社
会
不
安
は
貴
族
の
心
境

に
変
化
を
き
た
し
、

こ
こ
に
当
時

の
宗
教

的
勢
力

の
本
筋
か
ら
離
れ
、
出
家
本
来

の
精
神
を
自
覚
し
た

新
仏
教
蓮
動
の
擡
頭
は
、
貴
族
階
級
に
漸

く
受
容
せ
ら
れ
、
上
の
行

う
と
こ
ろ
下

に
浸
潤
し
て
、
庶
民
の
生
活

に
随
順
し
た
浄
土
教

の
展

開
を
見
る
に
至
機
教
相
応
の
仏
教
、
有
智
無
智
、
賢
愚
貴
賤
、
道
俗

男
女
を
択
ば
ざ
る
救
済
、

「
家
業
を
捨
て
す
、
往
生
の
素
意
を
遂
ぐ

る
道
」
は
、
中
世
を
ま
つ
て
始

め
て
宗
教

生
活
の
庶
民
化
が
実
現
し

た
が
、
そ
れ
に
至
る
過
程
と
し
て
藤
原
時
代

の
仏
教
は
重
大
な
意
義

を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
社
会
経
済
生
話

に
隨
順
し
た
仏
教
信
仰

の
諸
型
態
が
見
出
さ
れ
る
。

経
済
生
活
の
高
低
を
推
知
す
る
準
縄
は
、
衣
食
住
又
は
冠
婚
葬
祭

の
生
活
及
び
風
俗
研
究

の
成
果
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

奢
盈
一、
三
善
清
行
の

「
十
二
箇
条
」

に
、
往

古

は

意

見

「
崇
節
二

倹
一禁
一一服
一一澣
濯
之
衣
一、
甞
二
蔬

糲

之

食

一」
と
あ
・り
、

「
王
臣
又



以
下
、
至
二于
庶
人

"、
追
福
之
制
、
餝
」
絡
之
資
、
随
二其
階
品
一、

皆
立
二
式
法
一」
ら
れ
て
い
た
が
、
奢
侈

の
風
世
に
満
ち
極
ま
る
と
こ

ろ
を
知

ら
す
と
あ
る
。
蓋
し
此
弊
は

「
富

者

誇
二
其
逞

ジ
志
、貧
者

恥
二其

不
ジ
及
」
す
る
こ
と
に
基

い
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
律
令
制
度

の
弛
綏

は
富
の
偏
在
と
な
り
、
下
司
、
下
種
と
称
せ
ら
れ
る
貧
者
の

大
衆
生
活
の
実
質
は
、
時
代
の
経
過
と
共
に
言
語
に
絶
す
る
に
至
つ

た
。
こ
の
階
級

の
経
済
生
活
の
概
要
を
知
る
た
め
に
、
当
時
の
社
会

情
勢
と
生
活
環
境
を
探
究
し
、
こ
の
余
剰
経
済
力
に
乏
し
き
階
級

に

も
光
被

す
る
仏
教

の
性
格
と
そ
の
発
展
過
程
を
知
ら
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

二

我
が
国
の
上
古
は
土
壤
膏
腴
で
あ
り
、
人
民
庶
富
、
上
仁
を
垂
れ

て
下
を
收
し
、

一
国
の
政
は

一
身
の
治
の
如

き
で
あ
つ
た
と
す
る
は
、

儒
者
の
上
古
を
以
て
理
想
国
家
と
す
る
尚
古
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。し
か
る
に
大
陸
と
の
交
通
に
よ
る
農
耕
技
術

の
導
入
、
農
地
開
拓

及
び
灌

漑
土
木
工
事
の
進
展
は
、
農
業
生
産
力
に
飛
躍
的
増
大
を
も

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
と
仏
教

た
ら
し
た
と
考
え
ち
れ
る
が
、
延
喜
年
間

の
国
力
が
往
世
の
十
分
の

一
に
過
ぎ
な
い
と
云
う
疲
弊
の
原
因

に
つ
い
て
、
三
善
幸
行
麟
風
化

漸
く
薄
く
、
法
令
滋
彰
し
、賦
斂
年

に
檜
し
、
徭
役
代
々
倍
し
た
結
果
、

戸

口
月
に
減
じ
、
田
畝

日
に
荒
る
る
に
至

つ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
そ
の

一
例
と
し
て
寛
平
五
年

(
八
九
三
)
備
中
介
と
し

て
赴

任
し
、
そ
の
国
の
風
土
記
を
見
た
清

行
は
、
皇
極

天
皇

六
年

(六
四
七
)
百
済
に
救
援
軍
を
派
遣
せ
ん
と
、
筑
紫
行
事
の
途
次
、

下
道
郡
の
殷
盛
な
る

ヅ
郷
か
ら
、
軍
士
を
徴
集
し
て
二
万
人
を
得
た

の
で
邇
磨
郷
の
名
称
を
得
た
こ
と
を
知

つ
た
。
し
か
る
に
天
平
神
護

年
毳

輦

吉
備
驀

茱

郡
の
大
領
と
し
て
晉

を
調
査
拓

結
果
は
千
九
百
余
人
で
む

、
貞
観
(从
篭

の
初
め
藤
原
保
則

は
課
丁
を
閲
す
る
に
七
十
余
人
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
今
彼
の
実
地
調

査
に
よ
れ
ば
こ
の
時
、
老
丁
二
人
、
正
丁
四
人
、
中
男
三
人
の
み
で

あ
り
、
後

に
延
喜
十

一
年

(
;

1
1
)

に
は

一
人
も
あ
る
こ
と
な
し

と
の
、
藤
原
公
利
の
帰
還
報
告
を
得
た
彼
は
、
こ
の

一
郷
・に
つ
い
て

の
推
移
の
経
過
を
顧
み
て
、

謹
計
二
年
紀
一、
自
二皇
極
天
皇
六
年
庵
申
.一、
至

一延
喜
十

一
年
末
貯

0

纔
二
百
五
十
年
、
哀
弊
之
速
、
亦
如
γ
此

(本
朝
文
粋
二
∴
天

)
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九



と
慨
し
て
い
る
、
し
か
る
に
皇
極
天
皇
は
在
位
三
年
で
あ
り
、
派
兵

の
企
て
は
齊
明
天
皇
六
年
庚
申
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
書
紀
の
伝
え

る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
齊
明
天
皇
は
皇
極
天
皇

の
重
祚
で
あ
つ
て
、
斉

明
天
皇
在
位
申
の
こ
と
を
、
前
の
在
位
時
代
と
誤
つ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る゚
。

か
く
如
き
地
方
村
落
の
壮
丁
の
急
速
な
る
減
少
は
、
地
方
産
業
経

済
開
発

の
人
的
資
源
の
減
少
は
、
人
的
資
源
の
衰
退
を
意
味
す
る
も

の
で
あ

る
。
所
謂
賦
斂
年
増
、
徭
彼
代
倍
に
よ
つ
て
、
労
力

に
相
応

す
る
余

剰
財
力
の
蓄
積
を
俘
わ
な
い
の
み
で
な
く
、
最
低
の
生
活
す

ら
保
証

せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
深
刻
な
る
生
活
脅
威
は
年
と
共

に
増

わ
り
、
更
に
地
方
派
遣
の
国
司
の
壟
断
は

一
暦
農
民
生
活
を
困
窮

に

陥
れ
、
餓
死
線
上
を
彷
徨
さ
す
結
果
を
招

い
た
。

「
拾
遺
往
生
伝
」

に
は
永
長
元
年

(
一
〇
九
六
)
四
月
病
を
得
、
死
時
近
き
を
知

つ
て

出
家
せ
ん
と
し
た
信
濃
守
藤
原
永
病
に
、
親
眤
相
誘
う
て
、

刺
史

者
、
朝
之
撰
人
之
望
也
、
為
ダ家
為
γ身
有
ノ利
、
親
族
不
〆許
、

自
然
淹
留

(続
浄
六
、
六
四
)

と
あ
つ
て
、
国
司
は

「
為
〆家

為
〆身

有
7利
」

と
て
、
人
の
望
む
と

こ
ろ
と
な
つ
た
こ
と
は
、
不
当
に
産
を
な
す
不
正
の
横
行
が
考
え
ら

六
〇

れ
、
そ
の
被
害
の
対
象
は
被
治
者
大
衆

で
あ
り
、
か
か
る
搾
取
は
・甲

央
都
市
の
貴
族
階
級
に
お
い
て
は
、
敢

え
て
破
廉
恥
行
為
な
り
と
は

せ
ら
れ
な
か
つ
た
。
そ
の
産
を
な
し
た

一
例
は
、
「
性
太
拘
惜
、
為
二

刺
史
一時
、
以
γ貪
為
γ先
」
°し
た
但

馬
守
源

章
任
に
つ
い
て
、

「続

本
朝
往
生
伝
」
に
は
、

自
=少
年

時

一、
盛
会
=風

雲
一、
補
二夕
郎

一預
二栄
爵
↓、
歴
=
近
衛

少
将
熹

頭
、車

於
四
薗

襞

羅

家
大
豪
富
、
財
貨
盈
ン

庫
、
米
穀
敷
γ地
、
庄
園
家

地
布
二満
天
下

一、
本
朝
之
陶
朱

倚
頓

也

(続
浄
六
、
一二
〇
)

と
あ
る
。
か
く
て
地
方
に
生
活
の
基
盤

を
失
つ
た
離
農
者
の
生
活
方

法
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の

一
に
逃
避
所

と
し
て
寺
院
が
邏
ぽ
れ
、

夊
流
民
の
化
し
た
強
盜
の
横
行
は
著
名

で
あ
る
。
意
見
封
事

に
は

伏
以
諸
寺
年
分
、
及
臨
時
得
度
者
、

一
年
之
内
、
或
及
二三
百
人
↓

也
、
就
〆中
牛
分
以
上
、
皆
是
邪
濫
之
輩
也
、
叉
諸
国
百
姓
、
逃
二
課

役

一逋
二
租
調
}者
、
私
自
落
〆髪
、
猩
著

二法
服
一、
如
〆
此
輩
積
γ年

漸
多
、
天
下
人
民
、
三
分
之
二
、
皆
是

禿
首
者
也
、
此
皆

家
蓄
二

妻
子
一、
口
咬
二腥
臚
二
、
形
似
二
沙
門

一、
心
如
=屠

児

一、
況
其
尤

甚
者
、
聚

為
二
群
盜
一、
竊
鋳
二銭

貨

丶

不
γ畏
二
天
刑
一不
γ顧
二仏

律
一、
若
国
司
依
γ法
勘
糺
、
則
霧

合

雲
集
、
競
為
二暴
逆
'
(
本
朝
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と
あ
る
。
か
く
の
如
き
不
純
な
る
動
機

に
よ
る
、
出
家
生
活
の
凶
暴

邪
悪
は
否
み
難
い
が
、
当
時
の
僧
風

の
頽
廃
著
し
き

一
端
は
、

「而

今
上
自
二僧
綱
一下
至
二諸
寺

一、
次
第
請
用
小
僧
沙
弥
等
、
持
戒
者
少
、

違
律
者
多
」
と
か
、

「
故
国
中
法
務
、
皆
委
二
附
講
講
師

一、
而
講
読

師
多
非
二持

律
之
人
"、
或
有
二贖

労
之
輩

一、
況
其
国
分
僧
少
〆人
、

皆
是
無

慚
之
徒
也
、
蓄
=妻
子
一、
営
二室

家

一、
カ
ニ耕

田
一、
行
二商

"
価
」

【と
か
、
更
に
又

「
維
摩
最

勝
竪
義
僧
等
、
皆
貪
道

修
学
之
輩

也
、

一
鉢
之
外
、
亦
無
二
他
資

一、
而
比
年
令
三
γ之
盛
儲
二僧

鋼
井
聴

衆
之
斉
供

一、
非
二唯
積
饌
成

一γ山
、
獪
亦
有
二酒
如
ジ
准
、
己
乖
二仏

律

一、
亦
害
二
聖

化

こ

と
の
言
は
、
履
う
べ
く
も
な
か
つ
た
僧

界
の

一
斑
を
示
す
も
の
で
あ
る

。か
か
る
中
に
は
真
の
仏
道

の
存
せ
ざ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
山
林
斗
藪
に
身
を
隠
し
て
、
情
熱
を
籠

め
、求
道
精

進

し
た
西
方
願
生
者
の
存
在
す
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

三

地
方

困
窮
農
民
の
皈
趨
は
、
前
述
す
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
窺

い
知

ら
れ
る
が
、
他
方
中
央
都
市
に
於
け
る
貧
富
の
懸
隔
の
状
に
つ
い
て

見
る
に
、
嘗
て
は
条
里
整
然
、
山
城
盆
地
に
形
成
せ
ら
れ
た
平
安
京

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
と
仏
教

も

、
慶

滋

保

胤

の
池

亭

記

に

は

東

京

四

条

以

北

、

人

無

二
貴

賤

繭
、

多

所

群

聚

一也

.

高
家

比

γ
門

連

ン
堂

、

小

屋

隔

γ
壁

接

γ
簷

、

東

隣

有

二
火

実

一、

西

隣

不

γ
冤

二
余

炎

凶
、
南

宅

有

二
盜

賊

一、

北

宅

難

翫
避
二
流

矢

一、

南

院

貧

、

北

院

富

、

々

者

未

二
必

有

ジ
徳

、

貧

者

且

獪

有

γ
耻

、

叉

近

二
勢

家

M
、
容

=
微

身

一者

、

屋

雖

〆
破

不

γ
得

γ葺

、

垣

雖

γ壞

不

γ
得

γ
築

、
有

〆
楽

不

γ

能

二
大

開

γ
口
而

嘆

一、

有

7
哀

不

γ
能

二
高

揚

レ
声

而

哭

一、

進

退
有

〆

懼

、

心

神

不

ン
安

、

譬

猶

三
鳥

雀

之

近

二
鷹

鸛

一
矣

(
本
朝
文
粋

二

一
.

一
=

こ

と

あ

つ

て

、

都

市

計

画
性

の
喪

失

し

た
無

秩
序

状

態

と
共

に
、

貧

富

貴

賤

の
群

聚

が
、

高

家

の
常

民

に

与

え
る

無

言

の

圧
迫

を

物

語

つ

て

い
る

。

更

に

或

ト

ニ
東

河

之

畔

一、

若

遇

二
大

水

一、

与

二
魚

鼈

楠
為

γ
伍

、

或

住

=
北

野

之

中

日
、
若

有

二
苦

早

一、

雖

二
渇

乏

"
無

〆水

♪

彼

両

京

之

間

。

無

二
空

閑

之

地

一歟

、
何

其

人

心

之

強

甚

乎

、

且

夫

河

辺

野

外

非

二

啻

比

γ
屋

比

診
戸

、

褻

復

為

γ
田

為

〆
畠

、
老

圃
氷

得

〆
地

以

開

γ
畝

、

老

農

便

堰

γ
河

以

漑

〆
田

、

夏

天

納

凉

之

客

、

己

無

下
漁

二
小

鮎

一之

涯

ヒ
、

秋

風

遊

狩

之

士

、

叉
無

下
臂

二
小

鷹

一
之

野

辷

(
同
上
)

亠
2



と
あ
つ
て
、
帝
都
の
風
致
の
変
化
の
状
が
知
ら
れ
る
。

高
家

に
佳
す
る
特
権
階
級
者
が
、
如
何

に
農
耕
生
産
事
業
に
無
関

心
無
知
で
あ
り
、
従
つ
て
文
化
圈
外

に
あ
つ
た
賤
民
に
対
す
る
蔑
視

の
感
情

を
見
ん
に
、
高
度
文
化
を
享
受
し
、
高
貴
の
生
活
を
為
し
得

た
女
流
文
学
作
家

の
言
に
よ
れ
ば

八
月
晦

日
が
た
に
、
太
秦
に
詣
つ
と
て
見
れ
ば
、
穂

に
出
た
る
田

に
、
人
多
く
て
騒
ぐ
。
稲
刈
る
な
り
け
り
、

「
早
苗
取
り
し
か
い

つ
の
間

に
」
と
は
ま
こ
と
、
実
に
さ
い
つ
頃
、
加
茂
に
詣
つ
と
て

見
し

が
、
哀
に
も
な
り
に
け
る
哉
。
是
は
女
も
交

ら
す
、
男

の
片

手

に
い
と
赤
き
稲
の
も
と
は
青
き
を
刈
り
持
ち
て
、
刀
か
何

に
か

あ
ら
ん
、
も
と
を
切
る
さ
ま
の
易
げ
に
、
め
で
た
き
事
に
い
と
せ

ま
ほ
し
く
見
ゆ
る
や
。
如
何

で
さ
す
ら
ん
、
穂
を
上
に
て
並
み
を

る
、

い
と
を
か
し
う
見
ゆ
。

(
枕
草
子
岩
波
文
庫
本
下
・
二
入
)

と
あ
つ
て
、
四
季
の
推
移
、
時
光
邏
流
転
の
迅
速
な
る
に
驚
嘆
す
る

情

は
、
共
感
す
る
と
こ
ろ
あ
り
と
す
る
も
、
田
刈
の
農
夫
の
手
に
持

つ
を
、

「
刀
か
何
に
か
あ
ら
ん
」
と
て
、
故
意

に
文
学
的
に
表
現

せ

る
も

の
な
る
か
、
将
叉
貴
竢
階
級

の
如
実
な
る
知
識
の
告
白
か
不
明

で
あ
る
。
農
繁
期
の
重
労
働
も

「
も
と
を
切
る
さ
ま
の
易
げ

に
、
め

六
二

で
た
き
事
L

と
、
傍
観
者

に
は

「
い
と
せ
ま
ほ
し
き
」
と
こ
ろ
の
逸

楽
的
作
務
と
見
徹
さ
れ
た
。
叉

「
紫
式
部
日
記
歌
」

に
は

青
柴
に
ま
ぜ
て
織
り
た
る
も
み
ち
葉
は
燃
え
ぬ
ば
か
り
の
色
も
か

・ひ
な
し

(岩
波
文
庫
本
一
〇
〇
)

の

一
首
が
あ
る
。

こ
れ

「
あ
る
山
寺
の
湯
屋

の
前

に
、
し
は
木
と
い

,う
も
の
置
き
た
る
な
か
に
、
い
と
濃
き
紅
葉
の
ま
じ
り
た
る
が
、
を

か
し
う
見
え
し
に
」
と
云
う
詞
書
が
あ
つ
て
、
山
賤
の
労
苦
も
風
情

の
陰
に
無
視
せ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
や
社
会
組
織
上
最
大
多
数

を
占
め
る
、
所
謂
下
種
叉
は

下
衆
の
生
産
事
業
に
理
解
乏
し
き
以
上

、
か
か
る
事
業
に
従
事
す
る

下
種
は
、
彼
等
の
眼
に
如
何
に
映
じ
た
で
あ
ろ
う
か
と
云
う
に
、
こ

の
解
.答
は
蔑
視
の

一
語
に
尽
き
る
。
即
ち

「
枕
草
子
」
の
作
者
は
、

「
に
げ
な
き
も
の
」
と
し
て

下
種
の
家
に
雪
の
降
り
た
る
、
又
月

の
さ
し
入
り
た
る
も
、
い
と

く
ち
を
し

(
「枕
草
子
」
岩
波
文
庫
本
上

一
六
九
)

と
て
、
貴
賤
上
下
の
区
別
な
く
、
地
上

の
万
象
を
等
し
く
覆
う
雪
、

森
羅
隈
な
く
照
耀
す
る
月
光
を
す
ら
、
賤

の
下
種
も
高
貴
と
等
し
く

、受
く
る
こ
と
を
以
て

「
く
ち
を
し
」
と
し
、
天
然
現
象
を
人
為
的

に



差
別
し
得
ら
れ
ざ
る
こ
と
を
以
て
嗟
數
し
て
い
る
。

こ
れ
独
り
清
少

納
言

の
個
人
感
情
の
表
現
で
な
く
、
当
時
の
貴
紳
の
等
し
く
抱
い
た

共
通
意
識
の
代
弁
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

更

に

「
か
た
は
ら
い
た
き
も
の
」

に

旅

だ
ち
た
る
所
、
近
き
所
な
ど
に
て
、
下
種
ど
も
の
ざ
れ
か
は
し

た
る

(
「枕
草
士
」
岩
波
文
庫
本

・
中
11117)

と
か
、
又

「
わ
び
し
げ
に
見
ゆ
る
も
の
」
は

か
た
い

年
老

い
た
る
乞
児
、
い
と
寒
き
を
り
も
、
暑
き
に
も
、
下
種
女
の

な
り

あ
し
き
が
、
子
を
負
ひ
た
る
、
ち
い
さ
き
板
屋
の
黒
う
き
た

な
げ

な
る
が
、
雨
に
ぬ
れ
た
る
。

(
「枕
草
子
」岩
波
文
庫
本
中
九
二
)

　

の

と
あ

つ
て
、
寧
ろ
彼
等

に
と
つ
て
下
種

こ
そ
は
、
そ
の
救
済
を
意
図

企
劃
し
、
生
活
ど
文
化
の
向
上
を
志
向
せ
ん
と
す
る
よ
り
も
、
地
上

に
存
在

せ
ざ
る
こ
と
を
以
て
、
享
楽
生
活
を

一
暦
美
化
す
る
も
の
と

考
察

し
た
の
で
あ
る
。

更

に
仏
の
前

に

は

一
切

平

等

な
る
べ
き
、
寺
詣
で
に
お
い
て

ゐも
、初

瀬

に
詣
で
て
局
に
い
た
る
に
、
あ
や
し
き
下
衆
共

の
、
後
さ
し

ま
ぜ
つ
つ
、
居
並
み
た
る
気
色

こ
そ
な
い
が
し
ろ
な
れ
。
い
み
じ

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
と
仏
教

き
心
を
お
こ
し
て
詣
で
、た
る
に
、
川

の
音
な
ど
の
恐
し
き
に
、
く

れ
は
し
を
登
り
困
じ
て
、
い
つ
し
か
仏

の
御
顏
を
お
が
み
奉
ら
ん

と
、
局

に
急
ぎ
入
た
る
に
、
蓑
虫
の
や
う
な
る
者
の
、
あ
や
し
き

衣
着
た
る
が
、
い
と
に
く
き
立
居
ぬ
か
づ
き
た
る
は
、
押
し
倒
じ

つ
べ
き
心
地
こ
そ
す
れ

(「枕
草
子
」
岩
波
文
庫
本
下

一
二
四
)

と
あ
つ
て
、
下
衆
と
の
同
席
を
拒
否
ぜ

ん
と
し
、
彼
女
に
と
つ
て
飽

迄
下
衆
は
蓑
虫
や
う
な
る
も
の
で
あ
つ
て
、

「
な
い
が
し
ろ
な
れ
」
、

「
押
倒
し
た
き
心
地
」
す
る
存
在

で
あ
る
。
然
る
に

「
蜻
蛉
日
記
」

の
作
者
摂
政
藤
原
兼
家

の
妻
女
は

こ
う

後

の
方
を
見
れ
ば
、
来
困
じ
た
る
下
衆
ど
も
、
怪
し
げ
な
る
柚
や

梨
や
な
ど
を
、
な

つ
か
し
げ
に
も
た
り
て
、
食
ひ
な
ど
す
る
も
、

哀

に
見
ゆ

と
述

べ
、
寺
詣
に
於
け
る
庶
民
の
習
俗
と
、
自
己
の
生
活
と
の
間
隔

甚
し
き
下
賤

の
様
態

に
、
同
情
的
奇
異

の
眼
を
振
向
け
て
い
る
。

前
述
の
如
き
特
権
富
裕
階
級
の
持
つ
宗
教
意
識
は
、

王
臣
以
下
、
至
二
于
庶
人
囀、・
追
福
之

制
、
餝
γ終
之
資
、
随
二其
階

品
'、
皆
立
二
式
法
一、
而
比
年
諸
喪
家

、・
其
七
七
日
講
莚
、周
忌
法

会
、
競
傾
二家
産
'、
盛
設
二齊
供
一、

一
机
之
饌
、
堆
過
コ方
丈
一、

六
三



一
僧
之
儲
、
費

累
;千
金

一、
或
乞
二
係
佗
家

一、
或
斥
二
売
居
宅
一、

牽
子

遂
為
二
逃
債
之
逋
人
一、
幼

孤
自
成
二
流
充
之
餓
淨
一

(本
朝
文
粋
二
・
111O
)

と
あ
つ
て
、
盛
儀
華
麗
な
る
こ
と
を
以
て
最
上
の
仏
事
功
徳
な
り
と

せ
ら
れ

た
。
か
か
る
風
潮
よ
り
推
し
て
、
彼
等
の
仏
事
法
会
に
、
蔑

視

せ
る
下
賤

の
参
与
す
る
こ
と
を
拒
否
ぜ
ん
と
す
る
観
念
は
、
必
然

的

に
潜

在
し
て
い
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

「
中
右
記
」
の
承
徳
二
年

五
月

一
日
の
条
に
、
雲
林
院

の
菩
提
講
の
状
を
述
べ
て
、

始
論

法
之
問
誠
以
随
喜
、
己
時
許
事
了
、
堂
中
竝
座
老
少
男
女
称

南
無

声
遍
満
如
雷

と
あ
る
が
、文
中

の
並
座
の
老
少
男
女
に
は
、自
ら
限
界
の
在
否
を
疑

わ
し
め

る
も
の
が
あ
る
。
夊
堂
中
の
西
北
庇
に
お
い
て
聴
聞
し
た
こ

と
は
、
潜
在
意
識
の
且
ハ象
的
示
現
で
あ
る
。
か
く
て
特
権
階
級

に
は

、
そ
の
富
と
権
と
智
と
嗜
好
を
満
た
さ
し
む
る
に
足
る
所
の
、
管
絃

歌
舞
、
作
詩
頌
歌
の
芸
能
を
拌
う
仏
教
儀
礼
を
尊
し
と
な
し
た
。

四

律
令
制
の
弛
綏

に
よ

つ
て
富
は
、
地
方
及
び
都
市
の
勢
家

に
集
注

せ
ら
れ
、
中
産
階
級
の
存
在
せ
ぬ
変
態
的
社
会
を
現
出
し
,た
。
下
龝

階
級
を

一
暦
困
窮

に
陥
れ
、

「
此
ノ
世

ハ
此

テ
止
ナ
ム
ト
ス
、
後
世

六
四

助
ヶ
給

へ
L

(
「
今
昔
物
語
」
岩
波
本
1l
・
l
九
三
)
と
宿
命
的
に
現
在

を
諦

め
、後
世

に
希
望
を
嘱
し
て
、
浄
土
を
欣
求
す
る
志
会
を
熾
烈
な

ら
し
め
た
も
の
は
、
頻
発
す
る
悪
疫
天
災

の
難
で
あ
る
。
文
献
に
見

ゆ
る
も
の
は
、
主
と
し
て
申
央
都
市
の
状

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
勿

論

か
か
る
惨
状
は
防
疫
防
災
施
策
の
欠
如

せ
る
時
代
に
あ
つ
て
'は
、

都
市

の
状
は
そ
の
ま
ま
地
方
に
押
当
て
て
大
過
は
な
い
。

十
世
紀
後
牛
三
十
年
閥

に
お
い
て
、

「
扶
桑
略
記
」

に
は
天
延
二

年

(九
七
二
)
八

・
九
月

に
は
、
疱
瘡
天

下
に
蔓
延
し
て
、

「
天
下

貴
賤
夭
亡
者
多
」
く
、
永
祚
元
年

(九
八

九
)
八
月
十
三
日
台
風
襲

来
し
て
、
宮
廷
の
諸
建
築
物
を
初
め
、

「
万
人
家
宅
、
諸
寺
諸
社
皆

以
顛
倒
、
無

二

舎
立

、
拔
樹

頽
・山
」

と
あ
り
、
夊
同
時

に
洪
水

高
潮
を
俘

い
、

「
死
亡
損
害
、
天
下
大
実

、
古
今
無
・
双
」
と

云

う

被
害
を
被
つ
た
。
夊
長
徳
四
年

(九
九
八
)
は
夏
か
ら
冬

に
渉
り
赤

斑
瘡

と
世
称
す
る
悪
疫
流
行
し
、

「
始

〆自
二天
皇
一至
二
于
庶
人
嚇
貴

賤
老
少
緇
素
男
女
、
無
下
一
冤
二此
瘡

一者
ヒ」

と
あ
る
。
殊

に
六
七
月

の
交
、
京
師
に
死
者
最
も
甚
し
く
、

こ
の
為
め
翌
年
正
月
改
元
し
て

長
保
元
年
と
し
た
。

特
に
長
保
三
年

(
一
〇
〇

一
)
春
の
悪
疫
は
、
地
方

に
も
猖
獗
を



極

め
、

「
春
月
疫
死
甚
盛
、
鎮
西
坂
東
七
道
諸
国
入
三
尽
洛
剛
疫
属

殊
甚
」

と
あ
る
。
依
て
悪
疫
退
散
を
祈
念
す
る
行
事
が
民
間
に
お
い

て
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。
そ
の

一
例
は

「
扶
桑
略
記
」
長
保
三
年
五
月

九
日
の
条
に
、

京
師
諸
人
於
二紫
野
一行
二御
霊
会
嚇
道
路
死
骸
不
ノ知
=其
数
嚇
天

下
男
女
夭
亡
過
γ牛
、
七
月
以
後
、
疾
疫
漸
止

と
あ
る
。
悪
疫
流
行
に
よ
つ
て
御
霊
会
を
修
し
た
こ
と
は
、

「
三
代

実
録
」

に
貞
観
五
年

(
八
六
三
)
五
月
ご
十
日
、
神
泉
苑
に
お
い
て

崇
道
天
皇
以
下
霊
座
六
前
を
設
け
、
花
果
を
陳
ね
、
金
光
明
経

一
部
、

磐
若
心
経
六
巻
等
が
慧
達
律
師
に
よ
つ
て
読
か
れ
た
こ
と
は
意
義
深

い
。
叉
楽
を
奏
し
、帝
近
侍
の
児
童
、良
家

の
稚
子
が
舞
人
と
な
つ
た
。

特

に
苑

の
四
門
を
開
放
し
て
、
都
邑
人
の
出
入
縱
覧
が
許
可
せ
ら
れ

た
が
。
か
る
御
霊
会
は
民
間
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
今
か
く
の

如
く
朝

廷
公
家
に
よ
つ
て
綵
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
同
書

に
始
γ
自
二
京
畿
嚇
爰
及
二外
国
触
毎
γ至
二夏
天
秋
節
嚇
修
二御
霊
会
嚇

往

々
不
断
、
或
礼
γ仏
読
γ経
、
或
歌

且
舞
、
令
下
二童
貫

之
子
一覩

粧
馳
射
、
懇

力
之
士
、
袒
揚
相
撲
、
騎
射
呈
〆芸
、
走
馬
争
レ勝
、

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
と
仏
教

倡
優
縵
戯
、
遞
相
誇
競
上
、
聚
而
観
者
、
莫
γ
不
=嗔
咽
↓
遐
邇
因
循
、

漸
成
二風
俗
一
(増
補
六
国
史
九

・
一
八
三
)

と
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。
御
霊

は
容
貌
形
姿
を
以
て
具
象

せ
ら
れ
た
も
の
で
、

「
扶
桑
略
記
」

天
慶

二
年

(九
三
九
)
八
月
の

条

に
、
小
野
宮
年
中
行
事
.を
引
用
し
て
、

近
日
東
西
両
京
、
大
小
路
衢
、
刻
γ木
作
〆神
、
相
対
安
置
、
凡
厥

体
艨

髣
二髴

丈
夫
一頭
上
加
〆冠
、
鬢
辺

垂
ノ纓
、
以
γ丹

塗
〆身
、

成
ご
緋
衫
色
嚇
起
二居
不
γ同
、
遞
各
異

〆貌
、
或
所
反
作

二女
形
一、

対
二
丈
夫
'而
立
ノ之
、
臍
下
腰
底
刻
二
絵
陰
陽
楓
構
二
几
案
於
其
前
嚇

置
二
坏
器
於
其
上
唖
児
童
猥
雑
、
拝
礼

慇
懃
、
或
捧
二幤
帛
剛
或
供
二

香
華
剛
.号

日
=岐
神
嚇
又
称
二
御
霊
嚇
未

〆知
=何
鮮
↓
時
人
奇
γ之

(贓
曹

昊

系
三

・
三

四
)

と
あ
つ
て
、
そ
の
形
態
ど
祭
祀
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
。
既

に
岐

神
と
称
す
る
以
上
、
岐
路
の
街
上
に
安
置

し
、
後

に
は
怨
霊
の
祟
り

に
よ
る
と
思
考
せ
ら
れ
る
、
悪
疫
の
消
滅
を
目
的
と
し
て
、
祭
祀
せ

ら
れ
る
に
至

つ
た
。

永
長
元
年

(
一
〇
九
六
)
四
月
入
滅
の
信
濃
守
藤
原
永
清
は
生
前

舍
弟
己
講
に
語

つ
て

人
之
葬
礼
無
〆釜
二驕
奢
↓
吾
之
没
後
勿

γ営
二厚
葬
唖
滅
後
之
事
粗

六
五
'



所
二注

置
一也
.
勿
γ檜
二減
之
嫡
(
「
拾
遺
征
生
広
」
巻
中
、続
浄
六

.
六

四
)

と
云

い
、
又
雙
林
寺

の

一
僧
の
房
に
往
い
て
入
滅
し
た
の
ば
、

「
是

年
来
之
契
也
、
亦
墳
墓
之
便
也
、
是
則
洛
中
之
居
、
有
γ
煩
;
葬
送
凶

之
故
也
」

と
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
延
喜
十
四
年

(九

一

四
)
清
行
は
、
餝
絡
の
奢
侈
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
弊
は
尚
除
去

せ
ら
れ
す
、
た
だ
願
生
者
に
よ
つ
て
の
み

「
葬
礼
無
γ
釜
二
驕
奢
一」

こ
と
が
自
覚
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
清
行
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

に
縁
な

き
、
経
葬
の
礼
を
も
行

い
難

い
、困
憊

の
極
に
あ
る
庶
民
の
存

在
は
、

長
保
三
年
の

「
道
路
死
骸
不
γ知
二其
数
叫
天
下
男
女
夭
亡
過

μ牛
」

の
文
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。
か
か
る

状
態
は
約
三
十
年
前
も

同
様
で
あ
つ
て
、

「
蜻
蛉
日
記
」
の
作
者
は
、
石
山
寺
に
十
日
参
籠

せ
ん
と

し
、

忍
び
て
と
思

へ
ば
、
同
胞
と
い
う
ば
か
り
の
人
に
も
知
ら
せ
す
、

心

一
つ
に
思

い
立
ち
て
、
明
け
ぬ
ら
ん
と
思
う
程
に
、
出
で
走
り

て
、
加
茂
川

の
程
が
か
り
な
ど
に
ぞ
、

い
か
で
聞
き
あ
え

つ
ら
ん
。

追

ひ
て
物
し
た
る
人
も
あ
り
。
あ
り
明
の
月
は
い
と
明
け
れ
ど
、

逢

ふ
人
も
な
し
。
河
原
に
は
、
死
人
も
伏
せ
り
と
見
聞
け
ど
、
怖

六
六

し
く
も
あ
ら
す
。
粟
田
山
と
い
ふ
程
に
行
き
去
り
て
、
い
と
苦
し
き

を
う
ち
休
め
ば
、と
も
か
く
も
思
い
わ
か
れ
す
、
唯
涙
そ
こ
ぼ
る
る

と
あ
つ
て
、
こ
の
時
代
に
は
行
路
病
者
又
は
病
人
死
者
を
、
加
茂
の

河
原
に
遺
棄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
、
古
く
弘
仁
四
年

(
x

1
111)
六
月

一
日
の
太
政
官
苻

に
は

今
天
下
之
人
各
有
二
僕
隷
剛
平
生
之
月
朗
役
二其
身
嚇
病
患
之
時
即

出
二路
辺
↓
無
二人
看
養
一遂
致
二餓
死
叫
此
之
為
ダ弊
不
γ
可
二勝
言
尸

(類
聚
国
史
七
九
禁
制
)

と
あ

つ
て
、
之
れ
奴
婢

下
僕
の
社
会
的
地
位
の
、
下
劣
な
る
こ
と
を

物
語
り
、
触
穢

の
思
想
の
蔓
延
は
、
経
済
観
念
と
相
峙

つ
て
、

一
暦

こ
の
傾
向

を
著
し
き
も
の
に
し
た
。
後
世
下
賤
の
窮

乏
者
と
孤
独
無

縁
の
死
は
、
心
な
ら
す
も
奴
婢
下
僕
の
例

に
准
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。

孤
独
者
は
葬
送
の
資
を
蓄
積

せ
ん
と
し
、
彼

の
比
叡
山
の
無
空
律

師
は
、

「我
己
貧
、
後
定
煩
二遺
弟
嚇
竊
以
「方

銭
一置

一于
房
内
天
井

之
上
輔
欲
〆支
二斂
葬
一也
」

(日
本
往
生

極
楽
記
)
し
、
叉
枇
杷
大
臣

は
御
読
経
所
の
僧
が
、
準
茸
に
中
毒
死
し

た
る
こ
と
を
聞
き
、

「
哀

カ
リ
歎

カ
セ
給

フ
事
無
隈

シ
、
貧

カ
リ
ッ
ル
僧

ナ
レ
ハ
[何
、カ

ス

ラ

.



ム
ト
押
量
ラ
セ
給
テ
、
葬

ノ
料

二
絹
布
米

ナ
ト
多
ク
給

ヒ
タ
リ
ケ

レ

ハ
、
外

二
有

ル
弟
子
童
子

ナ
ト
多
ク
来
リ
集
テ
、
車

二
乗
セ
テ
葬

テ

ケ
リ
L

と
あ

つ
て
、
葬
る
こ
と
は
葬
料
あ
る
も
の
に
の
み
許
さ
れ
た

事
実
で
あ
る
。
枇
杷
大
臣
の
こ
の
寄
進
を
羨
望
し
た
、
東
大
寺

の

一

僧
は
、

「
口
口
ヵ
葬
料
ヲ
給

ハ
リ
テ
恥
ヲ
不
見
給

ハ
ス
成

ヌ
ル
カ
ゥ

ラ
ヤ
マ
シ
ク
候
也
、
口
ロ

モ
死
候
ヒ
ナ
ム

ニ
、

大
路

ニ
コ
ソ

バ
被
弁

候

ハ
メ
」
云
々
と
述

べ
、
葬
ら
ぬ
は
死
者
の
耻
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、

無
産
者
は
大
路

に
弁
て
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
か
の
賀

古
駅
の
教
信
の
死
に
つ
い
て
、

「
日
本
往
生
極
楽
記
」
に

駅
家
北
有
=竹
廬
剛
廬
前
有
二
死
人
嚇
群
狗
競
食
、
廬
内
有
㎝二

老

媼

一
童
子
↓
相
共
哀
哭

(続
浄
六
.
M
こ

と
あ
る
。
又
羅
城
門
の
上
暦
に
お
い
て
、
老
嫗
が
年
若
き
死
女

の
枕

頭
に
坐

し
曳
頭
髪
を
拔
取
る
光
景
を
覘
覧
も
た
盜
人
は
、
拔
刀
し
て

そ

の
所
以
を
訊
す
に

嫗
己

ヵ
主

ニ
テ
御

マ
シ
ッ
ル
人
ノ
、
失
給

ヘ
ル
ヲ
葬

フ
人
ノ
無
ケ

レ
ハ
、此
テ
置
奉
タ

ル
也
、
其
ノ
御
髮
ノ
長

二
余
テ
長
ヶ

レ
ハ
其
ヲ

拔
取

テ
鬘

ニ
セ
ム
ト
テ
拔

ク
也
(「
今
昔
物
語
」岩
波
丈
庫
本
五
、
一
九
〇
)

と
あ
つ
て
、
無
資
産
孤
独
の
名

族
の
死
は
、
下
賤
の
死
に
混
ぜ
ら
れ

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
と
仏
教

た
。
夊

「
然
テ
其
ノ
上
ノ
暦

ニ
ハ
.死
人

ノ
骸
ソ
多
カ
リ
ケ
ル
、
死
タ

ル
人
ノ
葬
ナ
ト
否
不
為
ラ
バ
此

ノ
門
ノ
上

ニ
ソ
置
ヶ

ル
」
と
云
う
の

が
、
当
時
広
く
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
に
お
い
て
は

「
京
中
及
ビ
天
下

二
疫
癘
盛
リ

ニ
発
テ
病

二
死

タ
ル
輩
多
カ
リ
、
然

レ
バ
道

二
死
屍
樔
無

シ
」

(
「
今
昔
物
語
」
岩
波

丈
庫
本
三

.
二
四
)
と
す
る
も
、
地
方
村
落

に
お
い
て
は
、
播
磨
国
印

南
野
の
葬
送
の

一
例
が
見
ら
れ
る
。
即

ち

「
今
昔
物
語
」
巻
二
七
、

(
岩
波
文
庫
本
五

.
五
九
)

に
、
夜
牛
に
数
多
の
人
員
が
灯
火
を
点
じ
、

僧
は
西
方
に
金
を
扣
き
念
仏
し
て
送
る
。

式
畢
つ
て

「其

ノ
後
亦
鋤

鍬
ナ
ト
持
タ
ル
下
衆
共
、
員
不
知

ス
出

来
テ
、
墓
ヲ
只
築

二
築
テ
、

其
ノ
上

二
卒
都
婆
ヲ
持
来

テ
起
ツ
、
程

無
ク
皆
拈
畢

ヲ
後

二
多
ノ
人

皆
返
ヌ
」
と
あ
る
。

こ
れ
変
化
の
化
作
す
る
と
こ
ろ
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
此
の
地
方

に
お
け
る
斂
葬

の
様
式
、
築
墓

の
状
を
伝
え

る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
き
地
方
農
村
の
埋
葬
は
、
必
す

し
も
衆
庶
の
富
裕
生
活
の
証
左
で
な
く
、
地
縁
関
係
と
労
力
提
供
の

互
助
精
神
に
よ
為
、
簡
素
化
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

か
く
て
斂
葬
の
不
能
状
態
か
ら
推
し
て
、
無
産
下
種
の
生
活
状
況
は

推
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

六
七



上
下
各
暦
の
大
衆
に
よ
つ
て
、
志
求
せ
ら
れ
た
来
世
思
想
に
つ
い

て
考
察

す
る
に
、
延
長
四
年
(
九
二
六
)
七
月
四
日
、宇
多
法
皇
は
故
源

融

の
為

め
に
、
七
箇
寺

に
お
い
て
誦
経
が
修
せ
ら
れ
た
。そ
の
願
文
に

大
臣

亡
霊
、
忽
託
二
宮
人
一申
云
、我
在
世
之
間
、
殺
生
為
レ
事
、依
二

其
業
報
噛
堕

一於
悪
趣
剛

一
日
之
中
、
三
度
受
γ苦
、
劔
林
置
レ身
、

鉄
杵
砕
ド骨
、
楚
毒
至
痛
、
不
γ
可
二具
言

'
(本
朝
文
粋

一
四

.
二
五

一
)

の
託
言

を
載
せ
て
、
生
前
の
不
善
業
に
よ
る
招
果
の
痛
苦
を
訴
え
て

い
る
。
そ
の
苦
報
の
酸
鼻
は

「
往
生
要
集
」

に
筆
を
極
め
て
表
現
し
、

そ

の
美
術
的
描
写
は

一
暦
深
刻
で
あ
る
。

「枕
草
子
」
に

御
仏

名
の
あ
し
た
、
堆
獄
絵
の
御
屏
風
取
り
わ
た
し
て
、
宮

に
御

覧
ぜ

さ
せ
奉
り
給

ふ
、
い
み
じ
う
ゆ
ゆ
し
き
事
か
ぎ
り
な
し
、
こ

れ
見

よ
か
し
と
仰

せ
ら
る
れ
ど
、
更
に
見
侍
ら
じ
と
て
、
ゆ
ゆ
し

さ
に
、
う

へ
や
に
隠
れ
ふ
し
ぬ

(岩
波
文
庫
本
上

.
一二

八
)

と
あ
る

こ
と
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
未
来
悪
趣

の
苦
果
を
離
腕

せ
ん
と
す
る
志
念
は
、
浄
土
往
生
の
作
善
の
積
聚
の
実
践
と
な
る
。

默
穢
は
即
欣
浄
で
あ
つ
て
、
こ
の
精
神
を
具
象
化
し
た
も
の
は

「
今

六
八

'

昔
物
語
」
巻

一
二

(岩
波
文
庫
本
、

l
・
1
1
0
)
に
'

河
内
国

若
江

郡
遊
宜
村
の

一
沙
弥
尼
は
、

「
仏

ノ
像

ヲ
写
ス
、
ソ
ノ
中

二
六
道
ヲ

図

シ
テ
此

レ
ヲ
供
養
」

し
た
の
を
適
例

と
す
る
。

「
御
堂
関
白
記
」

寛
弘
八
年
三
月
廿
七
日
の
条

に

着
左
仗
座
、
講
後
退
出
、
供
養
法
華
経
、
.是
只
為
後
生
也
、
作
願

文
匡
衡
、
作
非
本
意
、
多
云
現
世
事
、
仍
令
改
直
、
等
身
阿
弥
陀

仏
同
経
百
巻
也
、
今
年
可
重
慎
、
而
所
修
多
是
為
現
世
也
、
此
度

只
恐
後
生

と
あ
る
。
此
時
の
講
師
は
院
源
僧
都
で
あ
り

「
論
論
未
曽
有
、
如
心

開
本
意
,
衆
人
所
感
無
比
」

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
仏
事
作
善
の

本
意
(願
)
に
、
現
世
栄
耀

・
寿
命
福
祿

と
亡
霊
無
上

菩
提
の
た
め
と
、

自
己
の
後
生
善
処
の
三
種
に
大
別
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
院
源
は

「
紫
式
部
日
記
」
(岩
波
文
庫
本
、

一
六
)
に
よ
る
と
、

寛
弘
五
年

(
一

〇
〇
八
)
十

一
月
、
中
宮
彰
子
の
敦
成
親
王
(後

一
条
天
皇
)
御
産
の

時
、

「
験
者

と
い
ふ
限
は
、
残
な
く
参
り
つ
ど
」

う
た

一
人
で
あ
り
、

十

一
日
産
室
真
近
に
て
、

「
僧
正
ぎ
や

う
て
ふ
、
僧
都
、
法
務
僧
都

な
ど
、
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
加
持
ま
ゐ
り
、
院
源
僧
都
、
昨
日
書
か
せ
給

ひ
し
御
願
書

に
、
い
み
じ
き
事
ど
も
書

き
加

へ
て
、
読
み
あ
げ
続
け



た
る
言

の
葉

の
あ
は
れ
に
尊
く
、
頼
も
し
げ
な
る
事
、
限
り
な
き̀
L

尊

き
験
者
で
あ
り
、
道
長
の
厚
く
帰
仰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
法

華
経
供
養

の
講
師
が
、
院
源
な
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、

こ
の
法
会
を

以
て
匡
衡
が
、
現
世
の
た
め
の
仏
事
と
解
し
た
こ
と
は
、
無
理
か
ら

ぬ
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
趣
き
か
ら
L
て
道
長
の
宗
教
意
識
の
推
移

は
、
現
世
か
ら
後
生
菩
提
に
志
向
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
兼
実
の
生

涯
に
お

い
て
最
も
顕
著

に
見
出
さ
れ
る
。
元
来
公
家
貴
顕
階
級
に
お

い
て
は
、
後
世
的
な
る
行
業
、
殊
に
往
生
浄
土
の
念
仏
ぱ
禁
句
と
せ

ら
れ
て

い
た
。
堀
川
天
皇
は
嘉
承
二
年

(
二

〇
七
)
七
月
、
御
悩

重
態
に
陥
ら
れ
、
定
海
阿
闍
梨
に
観
音
品
を
読
ま
し
め
給
う
た
。

「
讃
岐
典
侍
日
記
」
に
は

「
い
み
じ
く
苦
し
く
こ
そ
な
る
な
れ
、
我
は
死
な
ん
す
る
な
り
け

り
」

と
仰
せ
ら
れ
て
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

仰
せ
ら
る
る
を
聞
く

に
、
た
だ
に
お
は
し
ま
す
を
り

に
か
や
う
の

事
は
局
々
の
下
人
ま
で
、
い
ま
い
ま
し
き
事
に
こ
そ
い
ふ
を
、
御

口
よ
り
さ
は
さ
は
と
仰

せ
ら
れ
出
す
を
聞
く
は
、
夢
か
な
と
ま
で

あ
さ
ま
し
け
れ
ぱ
涙
も
せ
き
あ

へ
す

(
岩
波
文
庫
本
、
二
五
)

と
臨
終

の
状
を
記
し
て
い
る
。

、「
局
々
の
下
人
.ま
で
、

い
ま
い
ま
し

き
事
」

に
云
う
念
仏
は
、
当
時

の
社
会
通
念
と
し
て
、
絶
望
的
境
地

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
と
仏
教

に
お
い
て
唱
え
る
も
の
と
し
て
、
禁
忌
せ
ら
れ
た
の
が
実
状

で
あ
ろ

う
。
さ
れ
ば
往
生
極
楽
の
念
仏
は
、
現
世
祈
願

に
次
ぐ
仏
事
で
あ
つ

て
、
富
勢
心
の
ま
ま
な
る
生
活
環
境
の
中

に
、
見
出
さ
れ
る
仏
教
と
・

は

「
枕
草
子
」
作
者
は

季
の
御
読
経
の
成
儀
師
赤
袈
裟
著
て
、
僧

の
文
ど
も
読
み
あ
げ
た
-

る
、
い
と
ら
う
ら
う
じ

(岩
波
丈
庫
本
、
申

・
一
五
四
)

と
、

「
え
せ
も
の
の
所
う
る
を
り
」
と
し
て
、
僧
侶
に
し
か
べ
き
尊

じ

厳
の
場
を
賦
与
し
乍
ら
、

一
面

に
お
い
て
は

こ
わ
き
物

の
怪
あ
つ
か
り
た
る
験
者
、
験
だ
に
は
や
く
は
よ
か
る

べ
き
を
、
さ
し
も
な
き
を
さ
す
が
に
人

わ
ら
は
れ
に
あ
ら
じ
と
念
,

す
る
、

い
と
く
る
し
げ
な
り

(同
上

.
一
五
九
)

と
て
、
極
め
て
理
智
的
批
判
的
態
度
を
以
て
冷
視
し
て
い
る
。
さ
れ

ど
更

に
反
面

に
は

常
に
聞
く
こ
と
な
れ
ば
耳
馴
れ
て
、
め
づ
ら
し
う
覚
え
ぬ
に
こ
そ
,

あ
ら
め

(岩
波
文
庫
本
上
、
l
1
]O
)

と
か
、
又
は
設
経
師
は
顏
よ
き
、
つ
と
ま
も
ら

へ
た
る
こ
そ
、
そ
の

読
く
事

の
尊

さ
も
覚
ゆ
れ

(岩
波
文
庫
本
、
上

.
一
二
五
)

と

云
う
仏

教
の
尊
厳
無
視
も
、
習
慣
性

に
よ
る
宗
教
感
情
の
喪
失
と
、
遊
逸
的

六
九



恣
意
的
仏
教
観
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
転
機
を
な

す
も
の
は
、
未
法
思
想
の
浸
透

で
あ
つ
て
、
往
生
浄
土
の
行
業
も
、

聖
道
的

な
る
も
の
よ
り
浄
土
教
的
な
る
も
の
沁
、
諸
善
よ
り
念
仏

一

行

に
移
行
し
た
。
仏
寺
造
立
の
善
根
を
否
定
し
た
前
常
陸
守
源
経
隆

に
つ
い
て
、

「拾
遺
往
生
伝
」
巻
中
に

・

不
γ貯

二財
物
↓
只
与
二乞
者
嚇
或
人
誘
日
、
徒
自
与
二
他
人
囀、
以
γ

此
造
=仏
寺
日、
答
日
、
資
貯
如
=淨
雲
一、
可
γ
施
二
於
乞
者
一、
何

強
惜
=財
貨
一可
〆造
こ仏
寺
一哉

云
々

(続
浄
六
、
六
四
)

と
あ
つ
て
、
慳
貪
を
捨
離
す
る
こ
と
を
基
と
し
、
永
保
元
年

(
一
〇

K

1
)

1
1月
病
を
得
て
、

「
不
μ
択
二
日
時
一、
忽
以
休
浴
」
し
、
堂

中

の
弥
陀
仏
前

に
、
西
面
し
て
臥
し

「身
心
不
〆乱
、
称
念
不
γ断
、

顏
色
如

ノ眠
」
く
に
し
て
入
滅
し
た
。
こ
れ
日
時
を

択
ば
す

休
浴
し

た
進
歩

主
義
的
思
想
家
で
あ
つ
て
、
当
時

の
支
配
階
級
の
抱
く
仏
事

善
根
観
念
に
、
彼
は
勇
猛
果
断
な
る

一
石
を
投
じ
た
の
で
あ
る
。

六

壮
麗
華
美
な
年
中
行
事
の
仏
教
儀
礼
、
修
善
の
仏
事
は
、
富
勢
の

誇

示
と
も
見
ら
れ
る
が
、
之
れ
に
反
し
て
物
量
乏
し
き
下
種
は
、
撫

育

の
愛

を
思

い
、
報
恩

の
志
あ
れ
ど
も
、功
徳
を
修
す
る
力
及
ぼ
な

い

七
〇

の
で
あ
る
。
「
今
昔
物
語
」巻

一
四

(岩
波
文
庫
本
二
二

・
六
)

に
、
越

中
国
書
生
の
妻
女
は
、
死
後
立
山
山
中
の
地
獄
を
尋
ね
た
置
子
三
人

に
、

「
罪

、、、深

ク
シ
テ
輙
ク
此
ノ
苦

ヲ
難
γ
冤

シ
。

広
大
ノ
善
根

二

於
テ
ハ
汝
等
身
貧

シ
テ
力
不
〆堪

ズ
シ
テ
修

セ
ム
ニ
不
〆能

ジ
。・
然

レ

バ
多
ノ
劫

ヲ
経
ト
云

フ
ト

モ
此
ノ
地
獄

ヲ
離

ル
事
不
ゼ有
ジ
」

と
告

げ
、共
に
得
睨
の
善
事
を
修
し
得
ざ
る
境

遇
を
、
嘆
ぜ
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
。
こ
の
現
世
の
不
遇
は
宿
世
の
よ
か
ら
ぬ
に
よ
り
、
現
在
の
よ

か
ら
ぬ
は
、
来
世
の
不
幸
を
招
来
す
る
と

の
三
世
因
果

の
思
想
は
、

現
世
を
祈
る
に
資
産
な
く
、

「
此
ノ
世

ハ
此
テ
止

ナ
ム
ト
ス
」

と
の

絶
念
は
、
現
世
の
不
遇

に
苦
し
む
常
民
を
駆
つ
て

譬
ヒ
現
世

コ
ソ
不
〆叶
ザ
ラ
メ
、
後
世

ヲ
モ
助
ケ
給

ヘ
カ
シ

(「
今

　

昔
物
語
」
巻

一
六
、
岩
波
文
庫
二

・
二
〇
九
)

と
後
生
善

処
を
念
ぜ
し
め
る
に
至
つ
た
。

そ
の
所
帰
の
客
体
は
、
弥

陀
・観
音
・地
蔵
で
あ
つ
て
、
こ
の
中
観
音

の
霊
験
所
と
し
て
、

「
梁

塵
祕
抄
」
に
清
水
、
石
山
、
長
谷
、
粉
河
、
彦
根
山
、
六
角
堂
等
が

挙
げ
ら
れ
、
地
蔵
信
仰

に
つ
い
て
は
祗
陀

林
寺
、
六
波
羅
密
寺
の
地

蔵
講
の
盛
行
が
知
ら
れ
て
い
る
。
弥
陀

に
観
音
又
は
地
蔵
を
並
願
す

る
こ
と
は
二
世
の
利
釜
を
志
求
す
る
特
有

の
信
仰
で
あ
る
。



弥

陀

信

仰

を
広

く

衆

庶

に
弘

通

し

た

の

は
空

也

で
あ

つ

て

、
慶

保

胤

は

「
寧

非
卞
奉

二
如

来

勅

一
、

為

二
如

来

使

一
来

二
此

裟

婆

世

界

一
、

度

中

干

濁

悪

衆

生

上
乎

」

(
「
本
朝
文
粋

ヒ

六
八
)

と

讃

じ
、

そ

の
徳

化

の

広

き

こ

と

は
、

そ

の
行

履

に

よ

つ
て

知

ら

れ

る

。

し

か

る

に
高

階

良

臣

(
九

八

〇

寂

)

は
、

「
歯

迄

二
知

命

一
深

帰

=
仏

法

一、

日

夜

読

二

法

華

経

噛念

二
弥

陀

仏

一」

し

、

慶

滋

保

胤

は

「
方

今

令

卞
二
一
切

衆

生

噛

入
中
諸

仏

知

見

上
、

莫

γ
先

二
於

法

華

経

㌔、

故

起

γ
心

合

γ
掌

、

講

二
其

句

偈

'
、
滅

二
無

量

罪

障

一、

生

二
極

楽

世

界

'、

莫

〆
勝

γ
法

二
弥

陀

仏

桶、

故

開

γ
口
揚

〆
声

、

唱

二
其

名

号

一」

(「
本
朝
丈
粋
」

一
六
九
)

と

述

べ
、

性

空

の
弟

子

沙

門

平

願

に

つ

い

て

、

「
拾

遺

往

生

伝

」

巻

中

に
、

「
沙

門

即

捨

表

鉢

剛
偏

営

二
仏

事

一
、

占

二
広

河

之

原

嚇
設

=
無

遮

之

会

一、

朝

暮

講

二
法

華

妙

曲
ハ
一
、
初

後

修

=
弥

陀

念

仏

」

と

あ

つ
て

、

共

に
天

台

系

浄

土

教

が
主

流

を

な

し

て

い

る
。

し

か

る

に
此

の
間

か

ら

檜
賀

の
弟

子

仁

賀

は

、

「
深

恐

二
後

世

一
全

棄

二
名

聞

一
、

或

称

γ
嫁

二
寡

婦

一、

或

称

γ
有

二
狂

病

一、

不

γ
随

二
寺

役

納

一
生
念

仏

」

(
「
続
本
朝
往
生
伝
」
続
浄

-l:
・
1
1
五
)

し
、

延

暦

寺

の
覚

尊

は

「
唯

修

二
浄

土

之

業

一、

始

以

=
念

仏

一
為

γ
宗

、
後

漸

明

二
止

観

一
、

旦
夕

唯

事

二
斗

藪

一」

(
同
上

、
二
八
)
と

し

て

、

徳

行

山

洛

に
名

高

く

、

藤
原
時
代
に
於
け
る
庶
民
生
活
乏

仏
數

摂
津
国
榎
並
郷
⑳
清
仁
は

「
以
二其
供
米

一
不
=
敢
積
集

一、
招
二
無
縁

人

一朝
暮
眷
γ之
」

(
「拾
置
往
生
伝
」
巻
上
、
続
浄
六

・
五
〇
)
と
衆
に

親
近
し
、
又
筑
前
国
内
山
寺
の
安
尊
は
、

「
雖
γ有
二行
業

一、
不
γ被

〆知
7人
、
読
誦
祕
7音
磐
鈴
無
レ聴
、
昼
謬
好
二博
変
狂
乱
之
戯

一、
夜

竊
成
二坐
禅
経
行
之
勤
噛如
=無
智
者
一似
二
無
行
人
一」

で
あ
つ
て
、
外

相
を
軽
ん
じ
、
内
行
業
を
主
と
し
、

「
可

ン憐
者
必
憐
、
可
〆救
者
必

救
」
う
て
、
世
人
に
安
尊
如
来
と
尊
称

せ
ら
れ
る
等

(
「
後
拾
遺
往
生

伝
」
上
、
続
浄
六
.
九
五
)
念
仏
を
専
称
し
、
斗
藪
を
事
と
し
、

民
衆

に
親
眤
す
る
傾
向
の
漸
興
は
、
下
衆
の
結
縁
化
益
を
意
味
す
る
こ
と

と
な
る
。
偏
え
に
世
事
を
抛
つ
て
、
只
念
仏
を
唱
え
π
大
和
の
阿
弥

陀
房
は

「
或
人
夢
、
若
欲
ノ見
二阿
弥
陀
仏

一、
可
レ
見
二
大
和
国
阿
弥

陀
房
上
人

一云
々
、
此
言
及
γ広
」
往
而
結
縁
者
多
矣
L

(
「拾
逡
往
生

伝
」
下
、
続
浄
六
.
九
〇
)
と
の
伝
交
は
、

此

問

の
淌
息
を

物
語
る

も
の
で
あ
る
。

如
上
の
僧
界
の
風
潮
は
、
俗
界
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
、
備
中
国
吉

備
津
宮
の
神
人
藤
井
久
任
は

「
多
年
之
間
漁
釣
為
γ
業
、
而
問

寛
治

四
年
二
月
比
彼
中
忽
抛
=
俗
網
一、
俄
以
出
家
、
其

後

念

仏

之
外
別

無
コ行
業

一、
不
〆離
二妻
児
一不
γ専
二精
進

一」
じ

て
、
八
月
彼
岸
に
焼

七

一



身
往
庄
し
(「拾
遘
往
生
伝
」中
、
続
浄
六
、
六
七
)
、
又
年
齢
八
旬

に
至
る

も
三
宝

に
帰
せ
す
、
斎
日
節
時

に
も
精
進
せ
す
、
最
後

一
心
不
乱
、

十
念
成
就
七
て
命
終
し
た
橘
守
輔
は
、
両
三
年
暁
暮
に
読
誦
し
た
発

願
文
中

に
、

「
繋
=
念
弥
陀
仏

一、
帰
=心
妙
法
経
一、
就
γ中
、

今
日

以
後
、

死
期
以
前
.

不
γ論
二
浄
穢

一、
不
〆整
二衣
服

一、
毎
昏
向
γ西

二
手
合
掌
、
唱
二弥
陀
宝
号

一、
称
二法
華
題
目
一、
若
命
終
之
刻
、
邪

倒
礙
γ心
、

不
γ能
二念
仏

}、
故
以
二長
時
之

一
称
凶、

必
為
=其
命
終

之
十
念

こ

す
と
あ
り
、
彼
の
行
業
は
妻
妾
の
眼
に

「
本
来
邪
見
無
二

指
善
事

こ

(同
上
、
七
〇
)
し
と
映
じ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
匹
夫
下
賤
者

の
異
相
往
生
者
に
、
江
州
浅
井
郡
岡
本
郷
の
鹿

菅
太
が
あ
る
。
彼
は
中
年
以
後
田
園
に
帰
つ
て
狩
猟
を
業

と
し
た
が
、

危
急
に
及
ん
で
出
家
し
た
。

「
其
人
尋
常
無
γ所
γ修
、
只
当
二斯
時

一

挙
γ声
誦

日
、
若
有
聞
法
者
、無

一
不
成
仏
、
数
声
之
後
念
仏
気
絶
、」

し
た

(
同
上
、
六
八
)
。
叉
下
道
重
武
は

コ

生
之

問
殺
生
為
レ
事
、

漁
二鱗
甲

一為
コ
産
業
一、
殺
二
禽
獣
一為
二活
計
一L
し
た
が
、
終
焉
に
悪

瘡
を
縁

と
し
て
念
仏

に
帰
し
、
八
条
河
原
の
荒
蕪
の
地
に
鴇
「
靡
γ草

展
γ筵

向
〆西
而
坐
、
口
唱
二弥
陀
一心
無
二散
乱
一」
く
命
終
し
た

(同

上
、
六
八
)
。

七
二

か
く
て
浄
土
信
仰
は
、
「
口
唱
二名
号

一、
心
観
二相
好

一」

(日
本
往

生
極
楽
記
序
)
す
る
も
の

か
ら
、

「
所
γ
慕
者
極
楽
也
、
所
ノ
帰
者
観

、
書
也
、
毎
〆修
二善
事
一不
ジ論
=驫

細
一、
尽
以
二
其
業
一廻
二向
彼
土
一」

(拾
遺
往
生
伝
序
)
す
る
善
事
の
励
修
は
、

「
於
二
末
法
之
万
年

一、
炳
;

弥
陀
之

一
教

{、
道
俗
男
女
、
誰
不
〆帰
者

与
」

の
誓
願

に
頼

み
あ
る

が
故

で
あ
る
。
さ
れ
ば
弥
陀
本
願

に
乗
す
れ
ば
、

「
雖
二
十
悪
一無
γ

嫌
、
屠
児
終
命
之
暁
、
覚
月
照
二
発
露
之
腮

一、
猟
徒
瞑
目
之
時
、
.奇

香
薫
二見
火
之
室
一「
(後
拾
遺
往
生
伝
序
)
す

る
益
を
蒙
る
こ
と
を
得
る
9

こ
の
往
生
伝
作
者
の
信
念
は
、
平
安
時
代

の
浄
土
教

の
発
展
を
物
語

る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
知
識
階
級
よ
り
庶
民
階
級

に
、
浄
土
教

の

浸
透
す
る
様
態
を
、
示
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
、

七

諸
善
の
雑
修
か
ら
念
仏

一
行

の
実
修
、
雑
多
か
ら
専

一
え
の
信
仰

の
純
化
、
外
相

よ
り
内
実
の
尊
貴
は
、
そ

の
ま
ま
庶
民
の
信
仰
生
活

え
の
、
参
劃
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
万
機
普
益
、
弥
陀

一
教
利
物
偏
壇
の
讃
言
、
徒
爾
な
ら
ざ
る

こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

凡
そ
教
義
信
仰

の
伝
播
型
態
は
、伝
道
者
の
不
惜
身
命
的
態
度
と
、

信
仰
の
烈
火
の
燃
焼
を
中
心
と
し
て
、
波
紋
状
型
を
以
て
四
辺
の
道



俗

に
流
布
せ
ら
れ
る
。
殊

に
庶
民
階
暦

へ
の
、
伝
道
者
の
基
本
的
要

素
と
し
て
は
、
結
論
的
に
は
民
衆
に
親
近
感
を
包
懐
せ
し
め
る
こ
と

で
あ
つ
て
、
無
位
無
官
の
凡
僧
が
、
後
弥
陀

の
権
化
な
り
と
皈
仰
せ

ら
れ
た

こ
と
は
、
前
出
の
阿
弥
陀
房
を
初
め
、
其
例
甚
だ
多
い
。
次

い
で
は
民
心
安
定
方
策
体
証
の
高
徳
で
あ
つ
て
、
浄
蔵

大

法

師

は

凡
顕
密

、
悉
曇
、
管
絃
、
天
文
、
易
道
、
ト
筮
、
教
化
、
医
道
、
修

験
、
陀
羅
尼
、
音
曲
、
文
章
、
芸
能
、
悉
以
拔
γ萃
L

(拾
遺
往
生
伝

中

「続
浄
、
六
、
五
八
)
き
、
彼
の
朱
雀
門
の
倒
潰
を
予
言
し
、
人
命

を
救
助

し
た
僧
登
照
の
も
と
に
は

京
中

ノ
道
俗
男
,女
此
登
照
ガ
房

二
集

ル
事
无
限
リ

(
「今
昔
物
語
」

山石
仙汳
文
店
屮本
四

・
亠ハ七
)

と
群
参
し
た
。
更
に
各
地
を
修
行
々
化
し
て
、
法
味
を
施
与
し
た
遊

行
僧
が
あ
る
。
彼
の
比
叡
山
僧
長
檜
は
顕
密
を
修
学
し
、
後

に
極
楽

忙

往
生

せ
ん
こ
と
を
念
じ
、
単
身
山
を
出
で
伊
予
に
渡
り
、
門
乞
匂

と
俗
称

せ
ら
れ
る
容
姿

に
変
じ
、
念
仏
し
て
世
を
送
り
、
遂
に
あ
る

旧
寺

の
林
中
に
て
、
端
坐
合
掌
し
て
西
に
向
い
命
終
し
た
が
、

「今

昔
物
語
」
に
は

国
人
共
此

レ
ヲ
見
付
テ
悲
ビ
貴
ビ
テ
、
取
々

二
法
事
ヲ
修

シ
ケ
リ
、

讃
岐
、
阿
波
、
土
佐
ノ
国

マ
デ
此

ノ
事
ヲ
聞
キ
継
テ
、
五
六
年

二

至

マ
デ
此

テ
門
乞
匂
ノ
為

二
法
事
ヲ
修

シ
テ
ヶ
リ
、
然

レ
バ
.此
ノ

藤
原
時
代
に
於
け
る
将
民
生
活
と
仏
教

国
々

ニ
ハ
露
功
徳
不
ノ造
ヌ
国
ナ
ル
ニ
、
此
ノ
事

二
・付
テ

此
ク
功

徳

ヲ
修

ス
レ
バ
、
此
ノ
国
々
ノ
人
ヲ
導

ム
ガ
為

二
仏
ノ
権
リ

ニ
乞

匂
ノ
身
ト
現
ジ
テ
来

リ
給

ヘ
ル
也
ト

マ
デ

ナ
ム
人
皆
云
テ
、
悲
ビ

貴
ビ
ヶ
ル
ト
ナ
ム

(岩
波
夊
庫
本
11'
l
l八
)

と
あ

つ
て
、
四
国
地
行
化
の
跡
は
総
て
如
来
の
権
化
と
信
じ
、
見
聞

の
及
ぶ
と
こ
ろ
念
仏
に
結
縁
せ
し
め
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

一
宿
ノ
聖
人
と
称
せ
ら
れ
る
遊
行
僧

の
存
在
と
共
に
、
聖
、
持
経

者
の
教
化
も
後
世
に
及
ぼ
す
感
化
大
で
あ
つ
て
、

「
梁
塵
祕
抄
」

に

は
箕
尾
、
勝
尾
、
書
写
山
、
出
雲
の
鰐
淵
、
日
の
御
崎
、
熊
野
、
那
・

智
、
大
峯
、
葛
城
、
石
の
槌
、
熊
野
の
那
智
新
宮

が
聖
の
住
所
に
挙

げ
ら
れ

て
居
り
、
四
方
の
霊
験
所
と
し
て
は
、
伊
豆
の
走
り
湯
、
信

濃

の
戸
隠
、
駿
河
の
富
士
山
、
伯
蓍
の
大
山
、
丹
波
の
成
相
の
名
を

挙
げ
、
同
書
に
は
筑
紫

の
霊
験
所
と
し
て
、
大
山
四゚
王
寺
、
清
水
寺
、

武
藏
清
滝
、
豊
前
の
企
救
の
御
堂
、
竈
門

の
本
山
、
彦
山
を
列

ね
て

い
る
こ
と
は
、
筑
紫
豊
前
を
申
心
と
す
る
仏
教
活
動
を
知
る
端
緒
と

な
る
。
か
く
聖
の
住
所
、霊
験
所
は
地
方
庶
民
に
最
も
接
近
せ
る
、
仏

教
弘
通

の
橋
頭
堡
で
あ
る
の
み
で
な
く
、

そ
の
周
辺
及
び
広
く
そ
れ

に
至
る
交
通
網
は
、
聖
夊
は
修
行
者
の
不
作
為
的
教
化
の
媒
介

と
し

て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

七
三


